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町
は
昭
和
六
十
二
年
九
月

二
十
八
日
に
健
康
都
市
宣
言
を

行
い
さ
ま
ざ
ま
な
健
康
事
業
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。
一
昨
年
か

ら
は
生
活
習
慣
の
改
善
に
向
け

た
、
さ
む
か
わ
元
気
プ
ラ
ン
を

策
定
し
て
い
て
、
健
康
づ
く
り

を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
町
民
の
皆
さ
ん
の
健

康
づ
く
り
の
第
一
歩
と
し
て
、

体
調
や
体
力
に
合
わ
せ
て
行
え

る
町
独
自
の
健
康
体
操
を
作
り

ま
し
た
。
体
操
は
、
東
海
大
学

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
学
科
の
川
向
妙

子
教
授
に
協
力
し
て
い
た
だ
き

完
成
さ
せ
ま
し
た
。

実演をする東海大学の学生
この体操は同じ曲で基本となる体操と、ゆっくりとした速さで行う体操、い
すに座って行う体操の３種類があります。体調や体力に合わせて選んで行っ
てください。

さむかわ
　waku　　waku 体操

解説指導を行う東海大学川向教授（右）
と実演する東海大学の学生（左）

健康体操を体験する家族

さむかわwaku waku体操の歌
①みんな　みんな　みんな　起きようよ
　　朝　　　朝　　　朝ですよ

　　お日様　キラキラ　川
かわ

面
も

も　キラキラ
　　まぶしい笑顔で　おはようさん

　　不思議な気持ち　みんな笑ってる
　　強く明るく元気良く　空の上まで　ジャンプ　ジャンプ　ジャンプ

　　不思議な力
ちから

　　　みんな集まれ
　　大きな輪になって　元気になろう
②
③　川と文化の街の空
　　ダイサギ　飛び回り

　　大地はやさしい　スイセン　スイスイ
　　みんなに笑顔を　よせている

　　不思議な気持ち　みんな笑ってる
　　手を振り足踏み続けよう　もっと元気よく ファイト ファイト ファイト
　　ちいさな子から　お年寄りまで
　　大きな輪になって　仲間になろう

　　　力
ちから

　ワクワク　元気　ワクワク　気持ち　ワクワク　体　ワクワク

　　不思議な気持ち　みんな笑ってる
　　強く明るく元気良く　空の上まで　ジャンプ　ジャンプ　ジャンプ

　　不思議な力
ちから

　　　みんな集まれ
　　大きな輪になって　元気になろう

　　不思議な力
ちから

　　　みんな集まれ
④　大きな輪になって　元気になろう　大きな輪になって　ゆっくり休もう

　※数字は下の体操（抜粋）の番号の部分を示してます。

をやってみよう
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さむかわ
　waku　　waku 体操

○健康都市宣言
昭和62年９月28日

　健康は、生きがいのある充実した生
活を送るうえで、最も重要で基本的な
条件である。
　高齢化社会の進展、生活様式の変化
に伴い、豊かで住み良い生活環境の確
保と健康づくりを積極的に進めていく
ことが重要である。
　寒川町は、このような現状を踏まえ、
町民一人ひとりが生涯を通じて健全な
心と体を育てることにつとめ、明るく
幸せな生活を送ることをねがい、ここ
に「健康都市」とすることを宣言する。

　

こ
の
健
康
体
操
は
昨
年
十
月

七
日
開
催
の
「
ふ
れ
あ
い
・
ス

ポ
ー
ツ
・
健
康
ま
つ
り
」
で
川

向
先
生
に
解
説
を
し
て
も
ら
い

な
が
ら
披
露
し
、
来
場
者
に
も

体
験
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
健
康
体
操
の
名
前
を
広

く
皆
さ
ん
か
ら
募
集
し
た
と
こ

ろ
、
三
十
九
件
の
応
募
が
あ
り
、

竹
村
眞
砂
美
さ
ん
（
宮
山
）
の

「
さ
む
か
わ 

ｗ
ａ
ｋ
ｕ 

ｗ
ａ

ｋ
ｕ 
体
操
」
に
決
定
し
ま
し

た
。

地
域
で
健
康
づ
く
り
を
し
よ
う

健康体操を体験する来場者、みんなでやってみよう（ふれあい・スポー
ツ・健康まつり）

　

現
在
こ
の
体
操
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
・

Ｃ
Ｄ
・
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
を
制
作

し
て
い
ま
す
。
今
年
四
月
以
降

に
は
貸
し
出
し
し
ま
す
の
で
地

域
や
グ
ル
ー
プ
で
ぜ
ひ
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

　

ま
た
健
康
運
動
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
が
地
域
に
出
向
い
て
指
導
す

る
こ
と
も
可
能
で
す
。
健
康
づ

く
り
に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
広
報
等
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

健
康
課
（
７
４
）１
１
１
１

内
線
１
６
１
健
康
づ
く
り
担
当

FAX
（
７
４
）
５
６
１
３

体操モデル:東海大学の学生
モデルは皆さんの方を向いて行っているため左右が逆になっています。
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体操の解説（抜粋）
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保
険
料

　

広
報
さ
む
か
わ
十
月
号
で
も

お
知
ら
せ
し
ま
し
た
が
、
保
険

料
の
計
算
方
式
は
県
内
統
一
で

す
。
被
保
険
者
（
加
入
者
）
の

前
年
の
所
得
に
応
じ
て
負
担
す

る
所
得
割
と
全
員
が
等
し
く
負

担
す
る
均
等
割
の
合
計
額
が
保

険
料
の
年
額
と
な
り
ま
す
。
平

成
二
十
・
二
十
一
年
度
の
料
率

は
左
の
と
お
り
で
す
。

保
険
料
の
納
付

　

保
険
料
は
加
入
者
一
人
ひ
と

り
に
賦
課
し
ま
す
。

　

原
則
と
し
て
四
月
の
年
金
か

ら
天
引
き
（
特
別
徴
収
）
し
ま

す
。
特
別
徴
収
以
外
の
人
（
普

通
徴
収
）
は
七
月
ご
ろ
納
付
書

が
届
き
ま
す
の
で
金
融
機
関
の

窓
口
な
ど
で
納
め
て
く
だ
さ
い
。

口
座
振
替
の
制
度
も
あ
り
ま
す
。

保
険
料
の
確
定

　

前
年
の
所
得
に
基
づ
く
所
得

割
は
年
度
当
初
の
四
月
で
は
確

定
申
告
が
終
了
し
た
ば
か
り
で
、

前
年
所
得
の
確
定
が
で
き
ま
せ

ん
。

　

そ
の
た
め
保
険
料
の
年
額
の

確
定
は
前
年
所
得
が
把
握
で

き
て
か
ら
の
七
月
と
な
り
ま
す
。

決
定
し
ま
し
た
ら
加
入
者
全
員

へ
年
額
の
決
定
通
知
を
送
付
し

ま
す
。
特
別
徴
収
の
人
の
四
〜

八
月
に
天
引
き
す
る
保
険
料
は

仮
徴
収
額
で
、
年
額
が
確
定
し

ま
し
た
ら
清
算
し
ま
す
。
（
四

月
に
仮
徴
収
額
決
定
通
知
を
送

付
し
ま
す
）

保
険
料
の
軽
減
・
減
免

●
所
得
の
低
い
世
帯
の
人
は
、

そ
の
所
得
に
応
じ
て
均
等
割
額

の
七
割
、
五
割
、
二
割
の
保
険

料
を
軽
減
し
ま
す
。

●
今
ま
で
保
険
料
負
担
の
な

か
っ
た
社
会
保
険
等
の
被
扶
養

者
だ
っ
た
人
は
、
加
入
か
ら
二

年
間
、
均
等
割
だ
け
の
負
担
で

五
割
軽
減
し
ま
す
。

※
平
成
二
十
年
度
に
つ
い
て
は

特
例
で
、
四
〜
九
月
は
負
担
な

し
、
十
月
〜
平
成
二
十
一
年
三

月
は
一
割
の
負
担
で
す
。

●
災
害
や
所
得
の
減
少
な
ど
特

別
な
理
由
で
納
付
が
困
難
な
場

合
は
申
請
に
よ
り
保
険
料
の
納

付
猶
予
や
減
免
の
制
度
が
あ
り

ま
す
。

そ
の
ほ
か
給
付
な
ど

●
加
入
者
の
死
亡
時
に
は
五
万

円
の
葬
祭
費
を
支
給
し
ま
す
。

●
加
入
者
の
健
康
保
持
、
増
進

の
た
め
健
康
診
査
事
業
を
実
施

し
ま
す
。

●
制
度
全
体
の
運
営
は
県
後
期

高
齢
者
医
療
広
域
連
合
が
行
い

ま
す
。

●
各
種
申
請
や
相
談
な
ど
の
窓

口
事
務
、
保
険
証
の
引
き
渡
し
、

保
険
料
の
徴
収
は
町
高
齢
介
護

課
で
行
い
ま
す
。

●
被
保
険
者
と
な
る
人
の
保
険

証
は
三
月
中
に
郵
送
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

高
齢
介
護
課

（
７
４
）

１
１
１
１
内
線
１
５
５
高
齢
福

祉
担
当
FAX
（
７
４
）
５
６
１
３

県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合
事
務
局

０
４
５（
４
４
０
）

６
７
０
４
FAX
０
４
５（
４
４
１
）

１
５
０
０

　

四
月
か
ら
七
十
五
歳
以
上
の
人
と
六
十
五
歳
以
上
で
一
定
の
障
害
の
あ
る
人
は
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

へ
移
行
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
県
広
域
連
合
の
条
例
が
決
定
し
、
保
険

料
の
算
定
基
準
等
が
決
ま
り
ま
し
た
。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

平成20・21年度料率

所得割率 均等割額

７．４５
１００ ３９，８６０円

年額の上限（賦課限度額）
　　　　　　　　　　　５０万円

【保険料の算出例】

厚生年金収入２０８万円の人の場合

・所得割額

　（収入額） 　（公的年金控除額）（基礎控除額）　（所得）
２０８万円－１２０万円－３３万円＝５５万円（A）
　　（所得） 　　　 （所得割率）　　　　　　　（所得割額）
５５万円（A）×７.４５／１００＝４０,９７５円（B）

・被保険者均等割額　　　３９,８６０円（C）

保険料年額

　　　（所得割額）　　　（均等割額）　　　　（保険料）
　４０,９７５円＋３９,８６０円＝８０,８３０円
　　　（B）　　　　（C）　　　（10円未満切り捨て）

保
険
料
率
が
決
ま
り
ま
し
た
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役
場
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
、

町
総
合
図
書
館
、
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
は
四
十
八
の
事
業
全

部
に
つ
い
て
閲
覧
で
き
ま
す
。

役
場
の
各
担
当
窓
口
で
は
そ

の
担
当
業
務
の
シ
ー
ト
（
写
真

一
・
二
参
照
）
を
掲
示
し
て
い

ま
す
。

　

町
の
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
内
容

隣
近
所
の
ご
み
事
情

町
で
収
集
で
き
な
い
ご
み

46

　

次
の
も
の
は
町
で
は
収
集
、
処
理
で
き
ま
せ
ん
。
メ
ー
カ
ー

や
販
売
店
、
専
門
業
者
に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

ク
リ
ー
ト
ガ
ラ
、
洗
面
台
、

畳
、
流
し
台
、
風
呂
釜
、
風

呂
お
け
、
ブ
ロ
ッ
ク
、
便
器
、

物
干
し
台
（
コ
ン
ク
リ
ー
ト

部
分
）
な
ど

●
有
害
物
質
・
危
険
性
の
あ

る
も
の

例　

ガ
ス
ボ
ン
ベ
、
消
火
器
、

灯
油
、
農
薬
な
ど

●
処
理
困
難
な
も
の
・
収
集

業
務
に
支
障
を
き
た
す
も
の

例　

ピ
ア
ノ
、
コ
ピ
ー
機
、

自
動
車
お
よ
び
自
動
車
の
部

品
、
タ
イ
ヤ
、
バ
ッ
テ
リ
ー
、

モ
ー
タ
ー
、
金
庫
、
機
械
廃

油
、
太
陽
熱
温
水
器
、
電
気

温
水
器
、
農
機
具
、
農
業
用

ビ
ニ
ー
ル
な
ど

環
境
課

（
７
４
）
１
１

１
１
内
線
４
２
４
生
活
美
化

担
当
FAX
（
７
４
）
１
３
８
５

メ
ー
カ
ー
等
が
回
収
し
資
源
と

し
て
再
活
用
し
て
い
る
も
の

●
エ
ア
コ
ン
、
テ
レ
ビ
、
冷

蔵
庫
、
冷
凍
庫
、
洗
濯
機

　

買
い
換
え
の
場
合
は
、
販

売
店
に
、
購
入
し
た
店
が
分

か
る
場
合
は
、
そ
の
店
に
依

頼
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
れ
以

外
の
場
合
は
メ
ー
カ
ー
を
調

べ
て
、
郵
便
局
で
家
電
リ
サ

イ
ク
ル
券
を
購
入
し
、
メ
ー

カ
ー
指
定
の
引
き
取
り
場
所

へ
搬
入
し
て
く
だ
さ
い
。

●
パ
ソ
コ
ン

　

各
メ
ー
カ
ー
に
直
接
回
収

の
依
頼
を
し
て
く
だ
さ
い
。

●
オ
ー
ト
バ
イ

　

購
入
し
た
店
ま
た
は
販
売

店
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

専
門
の
処
理
業
者
に
処
理
依

頼
す
る
も
の

●
建
物
の
構
造
物
に
あ
た
る
も
の

例　

瓦
、
建
物
廃
材
、
コ
ン

と
そ
の
事
業
の
コ
ス
ト
、
内
容
、

税
負
担
、
個
人
負
担
等
に
つ
い

て
公
表
し
、
皆
さ
ん
に
関
心
を

も
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
実
施

し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
今
後
は
、
継
続
し
て
事

業
コ
ス
ト
を
公
表
し
て
い
き
、

さ
ら
に
限
ら
れ
た
財
源
の
中
で

最
大
の
効
果
が
得
ら
れ
る
よ
う

　

町
の
活
動
内
容
に
税
金
が
い
く
ら
使
わ
れ
て
い
る
か
を
お
知
ら
せ

す
る
た
め
に
代
表
的
な
四
十
八
の
「
事
業
コ
ス
ト
」
を
公
表
し
て
い

ま
す
。

　
　
　
　

の
た
め
に
か
か
っ
た

を
見
て
く
だ
さ
い

写真１

写真２

【使用基礎数値】
①事業費は、平成18年度決算数値を使用して
います。
②人件費の時給は、「平成18年度一般会計予
算平均給与年額÷12月÷22日÷８時間」で算
出しています。
③町の人口は、平成19年４月１日現在の統計
人口（47,425人）を使用しています。

町
の
事
業

に
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

企
画
政
策
部

（
７
４
）

１
１
１
１
内
線
２
４
１
財
政
担

当
FAX
（
７
４
）
９
１
４
１

コ
ス
ト
︵
費
用
︶
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生
活
習
慣
の
多
様
化
と
高
齢

化
の
進
行
に
よ
り
医
療
費
が
増

え
続
け
て
い
ま
す
。
特
に
生
活

習
慣
病
に
伴
う
医
療
費
の
割
合

が
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

将
来
に
わ
た
り
医
療
保
険
制

度
を
持
続
可
能
な
も
の
に
す
る

た
め
に
は
、
医
療
費
の
増
加
を

抑
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
平
成
二
十
年
度
の

医
療
制
度
改
革
に
お
い
て
各
医

療
保
険
者
（
国
民
健
康
保
険
・

健
康
保
険
組
合
な
ど
）
に
特
定

健
康
診
査
、
特
定
保
健
指
導
の

実
施
が
義
務
づ
け
ら
れ
、
生
活

習
慣
病
の
発
症
あ
る
い
は
重
症

化
や
合
併
症
の
予
防
に
重
点
を

置
い
て
取
り
組
む
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。

特
定
健
康
診
査
と
は

　

生
活
習
慣
病
の
前
段
階
で
あ

る
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー

ム
（
内
臓
脂
肪
症
候
群
）
の
該

当
者
・
予
備
群
を
見
つ
け
出
す

健
診
で
す
。
腹
囲
測
定
、
肝
機

能
検
査
、
血
中
脂
質
検
査
、
血

糖
検
査
な
ど
を
行
い
ま
す
。

特
定
保
健
指
導
と
は

　

特
定
健
康
診
査
の
結
果
、
メ

タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

（
内
臓
脂
肪
症
候
群
）
該
当
者

ま
た
は
予
備
群
と
判
定
さ
れ
た

人
に
対
し
て
、
保
健
師
・
管

理
栄
養
士
な
ど
の
保
健
指
導
ス

タ
ッ
フ
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
を
行

い
、
生
活
習
慣
改
善
の
た
め
の

サ
ポ
ー
ト
を
行
い
ま
す
。

　

こ
の
特
定
健
康
診
査
・
特
定

保
健
指
導
は
各
医
療
保
険
者

に
対
し
て
、
四
十
〜
七
十
四
歳

の
加
入
者
へ
の
実
施
が
義
務
づ

け
ら
れ
て
い
ま
す
。
加
入
し
て

い
る
医
療
保
険
者
の
指
定
す
る

医
療
機
関
等
で
受
診
し
て
く
だ

さ
い
。
七
十
五
歳
以
上
の
人
は
、

町
と
新
た
に
設
立
さ
れ
た
県
後

期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
が
実

施
す
る
予
定
で
す
。

※
こ
れ
ま
で
四
十
歳
以
上
を
対

象
に
町
で
実
施
し
て
い
た
基
本

健
康
診
査
は
、
今
年
度
で
廃
止

と
な
り
ま
す
。

保
険
年
金
課

（
７
４
）

１
１
１
１
内
線
１
２
１
国
保
担

当
FAX
（
７
４
）
５
６
１
３

平
成
二
十
年
度
か
ら　
　
　
　
　
　

 

、

が
始
ま
り
ま
す

町
国
民
健
康
保
険

国
民
健
康
保
険
料

夜
間
・
休
日
納
付
相
談

　

通
常
の
業
務
時
間
以
外
に
、

次
の
日
程
で
納
付
相
談
を
行

い
ま
す
。
納
め
忘
れ
た
保
険

料
の
納
付
も
で
き
ま
す
の
で

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

夜
間
窓
口
相
談　

二
月
十
八

日（
月
）〜
二
十
二
日（
金
）午

後
七
時
ま
で

休
日
窓
口
相
談　

二
月
二
十

四
日（
日
）午
前
九
時
〜
午
後

三
時

メタボリックシンドローム
（内臓脂肪症候群）とは

　栄養の摂りすぎや運動不足などが続くことに

よりお腹周りに脂肪のつく内臓脂肪型肥満を持

ち、さらに高血糖・高血圧・高脂血症等のうち

２項目以上があてはまった状態をいいます。

　新しい生活習慣病の考え方で、一つひとつは

病気とまでは言えないわずかな症状でも、複数

の項目が合わさることにより一つの病気として

とらえるという考え方です。この状態が続くと

心臓病や脳卒中、本格的な糖尿病など深刻な病

気が発症する危険性が、そうでない人に比べて

はるかに高くなる

と言われています。

　中高年男性のう

ち二人に一人があ

てはまるといわれ

ています。

特
定
健
康
診
査

特
定
保
健
指
導

　

町
で
は
、
毎
年
二
・
三
月
を

国
民
健
康
保
険
料
の
口
座
振
替

促
進
月
間
と
し
て
い
ま
す
。
こ

の
期
間
中
、
新
た
に
口
座
振
替

の
手
続
き
を
し
た
人
に
は
粗
品

を
進
呈
し
ま
す
。
こ
の
機
会
に

納
め
忘
れ
の
な
い
口
座
振
替
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

対
象　

新
た
に
国
民
健
康
保
険

料
の
口
座
振
替
の
申
し
込
み
を

す
る
人

手
続
き
方
法　

保
険
料
の
引
き

落
と
し
を
す
る
預
（
貯
）
金
通

帳
、
口
座
の
届
け
出
印
鑑
、
保

険
料
の
納
入
通
知
書
を
持
っ
て
、

取
扱
金
融
機
関
、
郵
便
局
ま
た

は
保
険
年
金
課
に
あ
る
口
座
振

替
依
頼
書
に
必
要
事
項
を
記
入

し
て
、
い
ず
れ
か
の
窓
口
で
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

金
融
機
関
や
郵
便
局
で
手
続

き
を
し
た
場
合
は
、
口
座
振
替

依
頼
書
の
控
え
を
保
険
年
金
課

ま
で
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

保
険
年
金
課

内
線
１
２
１

国
保
担
当

口
座
振
替
を

利
用
く
だ
さ
い
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全
国
の
金
融
機
関
で
口
座
振

替
が
利
用
で
き
ま
す
。
毎
月
、

混
雑
し
が
ち
な
金
融
機
関
な
ど

で
納
め
る
手
間
と
時
間
が
省
け

て
と
て
も
便
利
で
す
。

ま
と
め
て
納
め
る
前
納
制
度

　
一
年
間
あ
る
い
は
半
年
単
位

（
四
〜
九
月
分
、十
月
〜
三
月
分
）

で
保
険
料
を
ま
と
め
て
口
座
振

替
す
る
と
平
成
十
九
年
度
実
績

で
一
年
前
納
は
三
千
五
百
五
十

円
、
半
年
前
納
は
九
百
六
十
円

割
引
に
な
り
ま
す
。

早
く
納
め
る
早
割
制
度

　

口
座
振
替
は
毎
月
の
保
険
料

を
翌
月
末
に
引
き
落
と
し
し
ま

す
。
こ
れ
を
当
月
分
を
当
月
末

に
口
座
か
ら
振
替
を
す
る
と
平

成
十
九
年
度
実
績
で
毎
月
五
十

円
が
割
引
さ
れ
ま
す
。
（
た
だ

し
、
初
回
は
二
か
月
分
引
き
落

と
し
で
割
引
は
五
十
円
）

申
込
方
法

　

各
金
融
機
関
に
あ
る
口
座
振

替
依
頼
書
に
必
要
事
項
を
記
入

し
て
、
預
（
貯
）
金
通
帳
、
口

国
民
年
金
保
険
料
の

に
は　
　
　
　
　

が
あ
り
ま
す

座
の
届
け
出
印
鑑
、
納
付
書
ま

た
は
年
金
手
帳
を
持
っ
て
、
金

融
機
関
・
郵
便
局
ま
た
は
近
く

の
社
会
保
険
事
務
所
へ
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

※
申
し
込
み
を
し
て
か
ら
手
続

き
が
完
了
し
、
引
き
落
と
し
を

開
始
す
る
ま
で
に
一
〜
二
か
月

か
か
り
ま
す
。

申
込
期
限

　

一
年
前
納
と
前
期
分
半
年
前

納
を
希
望
す
る
場
合
は
二
月
末

日
ま
で
に
、
後
期
分
か
ら
半
年

前
納
を
希
望
す
る
場
合
は
八
月

末
日
ま
で
に
藤
沢
社
会
保
険
事

務
所
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

い
（
郵
送
可
）
。
不
明
な
点
や

手
続
き
が
間
に
合
わ
な
か
っ
た

場
合
は
、
藤
沢
社
会
保
険
事
務

所
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

注　

意

●
口
座
振
替
の
日
は
、
毎
月
の

保
険
料
の
翌
月
末
日
、
早
割

の
場
合
は
当
月
末
日
（
末
日
が

土
・
日
曜
日
、
祝
日
の
場
合
は

翌
月
最
初
の
金
融
機
関
営
業

日
）
で
す
。

●
残
高
不
足
な
ど
で
振
替
が
で

き
な
か
っ
た
場
合
、
翌
月
分

と
併
せ
て
口
座
振
替
を
行
い
ま

す
。
（
早
割
の
場
合
は
、
翌
月

末
に
定
額
保
険
料
で
再
振
替
し

ま
す
。
）

●
再
振
替
も
で
き
な
か
っ
た
場

合
は
、
振
替
不
能
通
知
書
と
振

替
不
能
分
の
納
付
書
が
送
ら
れ

ま
す
の
で
こ
の
納
付
書
で
納
め

て
く
だ
さ
い
。

●
一
年
前
納
と
前
期
分
お
よ
び

後
期
分
の
半
年
前
納
の
保
険
料

が
振
替
で
き
な
か
っ
た
場
合
、そ

の
年
度
の
当
該
期
間
は
各
月
ご

と
の
口
座
振
替
に
変
更
し
ま
す
。

　

な
お
振
替
開
始
日
に
つ
い
て

は
、
社
会
保
険
事
務
所
か
ら
送

付
さ
れ
る
「
国
民
年
金
保
険
料

の
口
座
振
替
の
お
知
ら
せ
」
で

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

藤
沢
社
会
保
険
事
務
所

０
４
６
６
（
５
０
）
２
４
９
４

保
険
年
金
課

（
７
４
）
１

１
１
１
内
線
１
２
３
年
金
担
当

FAX
（
７
４
）
５
６
１
３

　

皆
さ
ん
の
年
金
記
録
の
確
認

の
た
め
ね
ん
き
ん
特
別
便
を
順

次
送
付
し
て
い
ま
す
。

　

ね
ん
き
ん
特
別
便
が
届
い
た

ら
、
自
分
の
記
録
に
漏
れ
が
な

い
か
十
分
に
確
認
し
て
く
だ
さ

い
。
記
載
内
容
に
訂
正
が
な
い

場
合
に
は
、
同
封
の
「
確
認
は

が
き
」
を
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

　

訂
正
が
あ
る
場
合
に
は
「
年

金
加
入
記
録
照
会
票
」
を
必
ず

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
こ
の
手

続
き
が
行
わ
れ
な
い
と
年
金
の

記
録
が
訂
正
さ
れ
ま
せ
ん
。
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

名
字
や
住
所
が
変
わ
っ
た
ら
届

け
出
て
く
だ
さ
い

　

社
会
保
険
庁
で
は
、
不
明
の

記
録
の
名
寄
せ
を
し
、
記
録
の

統
合
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

結
び
つ
く
可
能
性
の
あ
る
記

録
を
探
す
た
め
に
も
結
婚
な
ど

で
名
字
が
変
わ
っ
た
人
で
氏
名

変
更
を
ま
だ
届
け
出
て
い
な
い

人
は
、
す
ぐ
に
届
け
出
て
く
だ

さ
い
。

　

ま
た
住
所
変
更
の
届
け
出
を

し
て
い
な
い
場
合
ね
ん
き
ん
特

別
便
が
届
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
氏

名
や
住
所
な
ど
の
変
更
・
訂
正

は
、
本
人
に
よ
る
手
続
き
が
必

要
で
す
。
該
当
す
る
人
は
次
の

手
続
き
先
で
手
続
き
を
取
っ
て

く
だ
さ
い
。

●
国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者

↓
保
険
年
金
課
●
厚
生
年
金
加

入
者
↓
厚
生
年
金
加
入
者
の
勤

め
先
●
国
民
年
金
第
３
号
被
保

険
者
↓
厚
生
年
金
加
入
者（
配
偶

者
）の
勤
め
先
●
年
金
受
給
者

↓
最
寄
り
の
社
会
保
険
事
務
所

「
ね
ん
き
ん
特
別
便
専
用

ダ
イ
ヤ
ル
」

０
５
７
０

（
０
５
８
）
５
５
５
（
Ｉ
Ｐ

電
話
、
Ｐ
Ｈ
Ｓ
か
ら
は

０
３

（
６
７
０
０
）
１
１
４
４
）

●
月
〜
金
曜
日　

午
前
九
時
〜

午
後
八
時
●
第
二
土
曜
日　

午

前
九
時
〜
午
後
五
時

藤
沢
社
会
保
険
事
務
所

０
４
６
６
（
５
０
）
１
１
５
１

FAX
０
４
６
６（
５
０
）１
２
２
０

　
　
　
　
　
　
　
　

が
送
ら
れ
て
い
ま
す

口
座
振
替

割
引
の
制
度

﹁
ね
ん
き
ん
特
別
便
﹂
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町
で
は
ご
み
置
き
場
に
出
せ

な
い
大
型
ご
み
を
臨
時
ご
み
と

し
て
収
集
し
て
い
ま
す
。

　

四
月
一
日
か
ら
町
が
収
集
、

運
搬
し
処
分
す
る
臨
時
ご
み
を

二
種
類
に
分
け
ま
す
。
料
金
も

変
わ
り
ま
す
の
で
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

　

ま
た
一
般
廃
棄
物
の
事
業
系

廃
棄
物
の
処
理
手
数
料
も
変
更

し
ま
す
。

特
別
大
型
ご
み
（
新
規
）

　

こ
れ
ま
で
臨
時
ご
み
と
し
て

出
し
て
い
た
ご
み
の
う
ち
、
お

お
む
ね
一
辺
の
長
さ
が
一
メ
ー

ト
ル
を
超
え
、
二
メ
ー
ト
ル
未

満
の
も
の

（
例
）
タ
ン
ス
、
ベ
ッ
ト
、
ソ

フ
ァ
、
食
器
棚
、
物
置
、
机
、

サ
イ
ド
ボ
ー
ド
、
オ
ル
ガ
ン
、

書
棚
、
ス
プ
リ
ン
グ
入
り
マ
ッ

ト
レ
ス

料
金　

ご
み
一
点
に
つ
き
千
円

（
寒
川
町
証
紙
二
枚
）

大
型
ご
み

　

こ
れ
ま
で
臨
時
ご
み
と
し
て

　
　
　
　

 

は
ぜ
ひ
相
談
を

人
権
擁
護
委
員
の
紹
介

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
を
受
け
て
、
皆
さ
ん
の

人
権
を
守
る
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

人権擁護委員一覧

入　澤　　　章さん（一之宮）
（７５）０００７

大　谷　光　昭さん（田　端）
（７５）０７２４

相　原　善　久さん（小　動）
（７５）１５４２

宇田川　貞　子さん（宮　山）
（７５）０２４１

長　﨑　早　苗さん（岡　田）
（７５）７８１９

金　子　芳　雄さん（岡　田）
（７５）１１９８

日　吉　潤　子さん（中　瀬）
（７５）６３６９

出
し
て
い
た
ご
み
の
う
ち
、
前

記
特
別
大
型
ご
み
以
外
の
も
の

で
お
お
む
ね
一
辺
の
長
さ
が

五
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
か
ら
二

メ
ー
ト
ル
未
満
の
も
の

料
金　

ご
み
一
点
に
つ
き
五
百

円
（
寒
川
町
証
紙
一
枚
）

処
理
方
法　

い
ず
れ
も
環
境
課

へ
電
話
か
直
接
申
し
込
み
を
し

て
か
ら
、
寒
川
町
証
紙
を
購
入

し
収
集
日
に
該
当
の
ご
み
に
証

紙
を
張
っ
て
家
の
外
に
出
し
て

く
だ
さ
い
。

※
寒
川
町
証
紙
は
指
定
収
集
袋

販
売
店
で
販
売
し
て
い
ま
す
。

事
業
系
ご
み
の
手
数
料
を
引
き

上
げ
ま
す

一
般
廃
棄
物
の
事
業
系
廃
棄
物

の
手
数
料　

十
キ
ロ
グ
ラ
ム
に

つ
き
二
百
円
（
最
低
十
キ
ロ
グ

ラ
ム
か
ら
）

環
境
課

（
７
４
）
１
１
１

１
内
線
４
２
２
生
活
美
化
担
当

FAX
（
７
４
）
１
３
８
５

四
月
一
日
か
ら　
　
　
　

 

の

出
し
方
が
一
部
変
わ
り
ま
す

　

任
期
満
了
で
退
任
さ
れ
た
清

水
進
さ
ん
の
後
任
と
し
て
、
一

月
一
日
付
で
新
た
に
日
吉
潤
子

さ
ん
が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　

家
庭
内
の
問
題
、
い
じ
め
、

差
別
、
暴
力
な
ど
人
権
に
つ

い
て
の
悩
み
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

遠
慮
な
く
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

毎
月
第
二
・
四
火
曜
日
に
開

設
し
て
い
る
役
場
で
の
人
権
相

談
の
ほ
か
、
電
話
に
よ
る
相
談

も
行
っ
て
い
ま
す
。

町
民
課

（
７
４
）
１
１
１

１
内
線
１
７
１
住
民
協
働
担
当

FAX
（
７
４
）
５
６
１
３

　

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー
で
は
子
ど
も
を
預
け

た
い
人
（
お
ね
が
い
会
員
）
と

預
か
っ
て
く
だ
さ
る
人
（
ま
か

せ
て
会
員
）
の
橋
渡
し
を
し
て

い
ま
す
。

　

入
会
金
・
登
録
料
な
ど
は
必

要
あ
り
ま
せ
ん
。
お
ね
が
い

会
員
は
子
ど
も
を
預
け
る
時
に

一
時
間
に
つ
き
七
百
円
の
負
担

が
あ
り
ま
す
。
お
ね
が
い
会
員

は
随
時
登
録
を
受
け
て
い
ま
す
。

ま
か
せ
て
会
員
の
人
は
研
修
会

を
受
け
て
か
ら
の
登
録
で
す
。

ま
か
せ
て
会
員
研
修
会

と
き　

二
月
二
十
七
日（
水
）〜

二
十
九
日
（
金
）
午
前
九
時

三
十
分
〜
正
午

と
こ
ろ　

寒
川
総
合
体
育
館

定
員　

三
十
人
／
先
着
順
（
一

時
保
育
あ
り
、
要
予
約
）

申
し
込
み　

二
月
十
二
日（
火
）

か
ら
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー

ト
・
セ
ン
タ
ー
へ
電
話
で

町
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー

・
FAX
（
７
５
）

７
０
５
０

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

を
行
い
ま
す

人
権
侵
害

臨
時
ご
み

ま
か
せ
て
会
員
研
修
会
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の

参
加
チ
ー
ム
を
募
集
し
ま
す

　

寒
川
の
春
の
風
物
詩
、
今
年
で
第
五
十
八
回
を
数
え
る
観
桜
駅
伝

競
走
大
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

寒
川
神
社
参
道
を
出
発
し
、

町
中
部
地
域
を
周
回
す
る
コ
ー

ス
で
、
さ
む
か
わ
中
央
公
園
で

た
す
き
リ
レ
ー
を
行
い
ま
す
。

　

桜
の
咲
く
町
内
を
継
走
し
て

い
く
選
手
に
声
援
を
送
っ
て
く

だ
さ
い
。

と
き　

四
月
六
日
（
日
）
午
前

八
時
四
十
五
分　

寒
川
神
社
前

ス
タ
ー
ト
（
雨
天
決
行
）

参
加
チ
ー
ム
を
募
集
し
ま
す

対
象

●
第
一
部　

町
内
在
住
か
在
勤

ま
た
は
在
学
の
一
般
男
子

●
第
二
部　

茅
ヶ
崎
市
、藤
沢

市
、平
塚
市
、綾
瀬
市
、海
老

名
市
、座
間
市
、厚
木
市
、愛
甲

郡
に
在
住
か
在
勤
の
一
般
男
子

●
第
三
部　

町
内
、
茅
ヶ
崎
市
、

綾
瀬
市
、
海
老
名
市
、
座
間
市

に
在
住
か
在
勤
ま
た
は
在
学
の

中
学
生
以
上
の
女
子

●
第
四
部　

町
内
ま
た
は
茅
ヶ

崎
市
に
在
住
の

中
学
生
男
子

区
間

●
第
一
・
二
部

六
区
間
（
約

三
十
二
・
九
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
）

●
第
三
・
四
部

五
区
間（
約
十

七
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）

チ
ー
ム
編
成

●
第
一
・
二
部　

監
督
一
人
、

選
手
六
人
、
補
欠
三
人

●
第
三
・
四
部　

監
督
一
人
、

選
手
五
人
、
補
欠
三
人

申
し
込
み

　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
、
町
ホ
ー

ム
ぺ
ー
ジ
、
寒
川
町
公
民
館
、

北
部
・
南
部
文
化
福
祉
会
館
に

あ
る
申
込
用
紙
に
必
要
事
項

を
記
入
し
て
、
二
月
十
二
日

（
火
）
か
ら
二
十
九
日
（
金
）

ま
で
の
間
に
同
課
へ
直
接
ま
た

は
Ｅ
メ
ー
ル
で

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

（
７
４
）

１
１
１
１
内
線
５
４
２
FAX
（
７

５
）
９
９
０
７

sports@
tow
n.sam

ukaw
a.

kanagaw
a.jp

一
斉
に
ス
タ
ー
ト
す
る
選
手（
昨
年
の
大
会
）

　

寒
川
総
合
図
書
館
の
開
館
に

伴
い
閉
室
し
た
町
民
セ
ン
タ
ー

旧
図
書
室
を
「
多
目
的
室
」
と

し
て
多
く
の
町
民
の
皆
さ
ん
に

利
用
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し
た
。

　

多
目
的
室
は
①
町
民
へ
の
学

習
情
報
提
供
と
し
て
公
民
館
講

座
等
や
公
民
館
利
用
団

体
の
情
報
発
信
の
場
と

す
る
②
展
示
ス
ペ
ー
ス

と
し
て
公
民
館
サ
ー
ク

ル
等
の
絵
手
紙
、
水
墨

画
な
ど
の
展
示
の
場
と

す
る
③
図
書
コ
ー
ナ
ー

と
し
て
今
ま
で
の
本

を
自
由
に
読
む
こ
と
が

で
き
る
場
と
す
る
④
フ

リ
ー
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
公
民
館

サ
ー
ク
ル
や
文
化
団
体
が
簡
単

な
打
ち
合
わ
せ
の
場
と
す
る
た

め
に
整
備
し
ま
し
た
。
多
く
の

町
民
の
皆
さ
ん
が
ふ
れ
あ
い
の

場
、
憩
い
の
場
と
し
て
自
由
に

利
用
で
き
る
場
で
す
。

　

な
お
展
示
ス
ペ
ー
ス
は
、
公

民
館
サ
ー
ク
ル
な
ど
や
児
童

生
徒
の
絵
画
な
ど
の
作
品
展
示

も
で
き
ま
す
（
個
人
は
除
く
）
。

利
用
希
望
が
あ
り
ま
し
た
ら
町

民
セ
ン
タ
ー
へ
申
し
込
み
し
て

く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

町
民
セ
ン
タ
ー
（
７
４
）

２
３
３
３
FAX（
７
５
）２
２
３
９

町民センター旧図書室を
「多目的室」として
リニューアルしました

みんなで譲り合って使いましょう

皆
倉
さ
ん
二
年
連
続
で
﹁
箱
根
﹂
を
下
る

　

一
月
二
・
三
日
に
行
わ
れ
た
東
京
箱
根
間
往
復
大
学
駅

伝
競
走
に
皆
倉
一
馬
さ
ん
（
岡
田
・
東
海
大
学
四
年
）
が

出
場
し
二
年
連
続
で
六
区
を
走
り
ま
し
た
。

　

皆
倉
さ
ん
は
当
日
、
六
区
に
起
用
さ
れ
ま
し
た
。
「
後

半
二
つ
順
位
を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
、
四
年
生
と
し
て
の

走
り
方
が
で
き
た
と
思
う
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

二
月
十
日
に
行
わ
れ
る
市
町
村
対
抗
か
な
が
わ
駅
伝
に

も
町
代
表
チ
ー
ム
に
参
加
予
定
だ
そ
う
で
す
。

観
桜
駅
伝
競
走
大
会
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町の人事行政 運営等の状況
９　職員の勤務時間その他の勤務条件の状況
（１）職員の勤務時間、休憩・休息時間の概要
　職員の勤務時間は、８時30分から17時までの１日７時間45分、週38時間45分です。７時間45分のうち15分の休息時間があります。なお、平成19年７月
１日より８時30分から17時15分までの１日８時間、週40時間に変更になり、休息時間は廃止しました。
　　　  8：30　　　　　　　12：00　　12：15　　13：00　　　　　　　　　17：00　　　　　　　  8：30　　　　　 　　　　12：15　　13：00　　　　　　　　　 17：15

６月まで ７月から

休息時間 休憩時間 休憩時間

（２）職員の年次休暇の概要と取得状況　
　労働基準法の規定に従い、原則として1年に20日の有給休暇があたえられます。（各年１月１日から12月31日）

平成18年の平均取得日数 平成17年の平均取得日数
8.5日 9.0日

（３）特別休暇の概要
　年次休暇以外にも、特別な事由に該当する場合は、特別な休暇が認められます。選挙権等行使休暇、骨髄提供休暇、育児休暇、忌引、ボランティア休暇など18種類の特別休暇があります。

（４）介護休暇の概要と取得状況　
　職員が要介護状態にある家族を介護するための休暇制度
があり、連続する６月取得することができます。介護休暇は、
1日単位ではなく時間単位で取得することもできます。

取得者
平成18年度 平成17年度

介護休暇 ０　(０) ０　( ０)

（注）　（　　）内は、女性の取得者数であり、内数です。

１０　職員の分限処分および懲戒処分の状況（平成18年度）
　分限処分とは公務の能率の維持のために行う処分であり、懲戒処分とは公務員としてふさわしくない非行があった場合に公務員関係の秩序を維持するために行う処分です。

（１）分限処分者　　３人　　　（２）懲戒処分者　　０人

１１　職員の研修および勤務成績の評定の状況
（１）研修の実施状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（平成18年度）

１．職場研修

２．職場外研修 Ａ　集合研修 （１）階層別研修 （Ａ）町実施研修
新採用職員研修Ⅰ・Ⅱ
主任主事級研修
副主幹・主査級研修

（Ｂ）研修センター実施研修

新採用職員研修
初級研修
中級研修
新任監督者研修
現任監督者研修
管理者研修

（２）実務研修

（３）地域別研修
２市１町合同研修
３町合同研修

（４）一般研修 一般セミナー等
市町村研修センター

Ｂ　専門派遣研修 市町村職員中央研修所
全国市町村国際文化研修所
自治大学校
日本経営協会(NOMA)
都市整備技術センター
その他

Ｃ　視察研修 行政課題視察研修

３．自己啓発研修

（２）勤務成績の評定の状況
　町では、定期的に勤務成績を評価しています。
　基本的な評定項目は「能力」、「意欲」、「実績」の３項目とし、５段階評定を行います。
　評定結果は、①人材育成・能力開発②人事異動・配置③昇任・昇格等の処遇に活用します。

１２　職員の福祉および利益の保護の状況
（１）職員の健康の保持増進
　①労働安全衛生法に従い、職員の健康診断を年１回実施しています。
　②産業医による相談窓口、執務環境のチェックを実施しています。

（２）福利厚生事業の実施
　地方公務員法に基づき職員の保健、元気回復のため、職員からの会費および町からの委託金により「寒川町職員福利厚生会」が、文化、教養、レクリエーションなど各種事業を行っています。

　総務課　（７４）１１１１内線２１４職員担当FAX（７４）９１４１

（５）職員の育児休業の概要と取得状況　
　職員が育児をするための休業制度があり、最長３年間取得することができます。
育児休業は連続した日単位で、部分休業は時間単位で取得することができます。

取得者
平成18年度 平成17年度

育児休業 ６　(６) ５　(５)
部分休業 ０　(０) ０　( ０)

（注）　（　　）内は、女性の取得者数であり、内数です。
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町の人事行政 運営等の状況
町職員の人事行政運営の状況をお知らせします。

１　年齢別職員数の状況　　　　　　　　　　　　　（平成19年４月1日現在）　　　　　　　　　　　　 （各年４月１日現在）

年齢 10代 20代 30代 40代 50代 計 全 職 員
平均年齢

平成19年 平成18年

人数 １人 35人 117人 95人 122人 370人 43歳４月 43歳６月

２　職種別・採用方法別職員数
　採用方法は、試験による採用と選考による採用があります。
　試験採用の場合は、一般行政職では１次試験として教養試験または専門試験、２次試験として作文および面接が主な内容です。

平成18年度
試験採用 選考採用 計

一般行政職 10 ０ 10
消防職 ０ ０ ０
調理員 １ ０ １
合計 11 ０ 11

３　退職者の状況
　退職には、以下の事由があります。
定年退職：定年（原則60歳）による退職
勧奨退職：人事管理上の目的から職員に退職勧奨を行い、これに応じた退職
自己都合退職：本人の都合による退職
その他：死亡等による退職など

事由別退職者の数　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（平成18年度）

定　年 勧　奨 自己都合 その他 計
一般行政職 ７　　(２) ０　　(０) ３　　(２) ０　　(０) 10　　(４)

うち管理職 ５　　(２) ０　　(０) ０　　(０) ０　　(０) ５　　(２)
技能労務職 ２　　(３) ０　　(０) ０　　(１) １　　(０) ３　　(４)

うち管理職 ０　　(０) ０　　(０) ０　　(０) ０　　(０) ０　　(０)
計 ９　　(５) ０　　(０) ３　　(３) １　　(０) 13　　(８)

うち管理職 ５　　(２) ０　　(０) ０　　(０) ０　　(０) ５　　(２)

（注）　（　　）内は平成17年度の状況です。

４　再任用の状況
　再任用とは、高齢者雇用のため定年退職者を再雇用する制度です。
　再任用職員には、定年前の職員と同様に勤務する常時勤務職員と、それよりも短時間勤務する短時間勤務職員があります。
　　　　　　　　　　　　　　　　（平成18年度）

職種 常時勤務 短時間勤務
一般行政職 ０（０） ０（０）
技能労務職 １（１） ０（２）

計 １（１） ０（２）

（注）　１．（　　）内は平成17年度の状況です。
　　　　２．職種は再任用時の職種です。

５　外郭団体等への管理職の再就職の状況
　退職時に管理職であった者についての外郭団体等への再就職の状況は以下のとおりです。　　　　　　　　　　　　　　　　　　（平成19年４月１日現在）

再就職先 他の地方公共団体 特定地方独立行政法人 外郭団体 非営利団体（他の項目
に該当する者を除く）

営利企業（他の項目に
該当する者を除く） 自営業

再就職者数 ０ ０ ０ ３ ０ ０

（注）　外郭団体とは、土地開発公社、（株）さむかわ公共サービスなど、町が資本金または基本金などの25％以上を出資している法人をいいます。

６　身体障害者および知的障害者の任用状況

法定雇用率　　　　2.1 ％ 平成17年度　　　4.29％

７　給与改定の概要
　平成19年８月に人事院が国家公務員の給与について行った勧告（人事院勧告）に準じて行った平成19年12月の給与改定の概要は次のとおりです。
（一般職）

項　目 寒川町の改定状況 国の改定状況

給　料
若年層に限定した給料表の改定（中高年層は、据え置き）
行政職給料表（１）＋0.06％（加重平均）
行政職給料表（２）　 　０％（加重平均）

若年層に限定した給料表の改定（中高年層は、据え置き）

手　当 勤勉手当の引き上げ（0.05月分）

勤勉手当の引き上げ（0.05月分）
子等に係る扶養手当を引き上げ（500円）
地域手当の今後の改定分を一部繰り上げて改定
（平成19年度分として0.5％引き上げ）

８　旅費の概要
　公務出張に要する費用を旅費として支給します。その支給内容の概要は次のとおりです。　　　（平成19年４月１日現在）

鉄道賃・船賃・航空賃・車賃 運賃などを支給しています。
日　当 県内　無支給　　　　県外　900円の定額支給
食事料 車中泊等をした場合には、夜の食費を支給します。
支度料 外国への出張、赴任には、支度に要する費用を支給します。
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技
能
功
労
者

関
和
宏
さ
ん
（
建
築
大
工
）

渡
辺
浩
光
さ
ん
（
洋
裁
師
）

吉
川
定
夫
さ
ん
（
建
具
職
）

北
野
ト
ミ
子
さ
ん
（
調
理
師
）

大
浦
昭
一
さ
ん
（
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
師
）

黒
田
し
ず
ゑ
さ
ん
（
美
容
師
）

優
秀
技
能
者

塩
川
毅
さ
ん
（
瓦
屋
根
ふ
き
職
）

江
口
幸
二
さ
ん
（
配
管
技
士
）

熊
木
和
夫
さ
ん
（
配
管
技
士
）

大
塚
一
郎
さ
ん
（
板
金
工
）

岡
崎
照
行
さ
ん
（
調
理
師
）

佐
々
木
幸
一
さ
ん
（
調
理
師
）

東
彰
さ
ん
（
調
理
師
）

野
々
村
勉
さ
ん
（
理
容
師
）

島
田
圭
子
さ
ん
（
美
容
師
）

技
能
功
労
者
六
人
、優
秀
技
能
者
九
人
を
表
彰

町
技
能
者
表
彰
式

　

 

十
二
月
か
ら
七
カ
月
児
相
談
の
時

に
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
を
始
め
ま
し
た
。

　

五
分
程
度
の
短
い
時
間
で
赤
ち
ゃ
ん

向
け
の
絵
本
と
町
内
の
図
書
館
、
図
書

室
の
利
用
案
内
の
入
っ
た
袋
が
手
渡
さ

れ
ま
す
。
そ
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人

が
手
渡
す
本
を
表
情
豊
か
に
読
ん
で
あ

げ
る
と
赤
ち
ゃ
ん
は
楽
し
そ
う
な
表
情

に
。
そ
の
様
子
を
見
て
い
る
お
父
さ
ん
、

お
母
さ
ん
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人
も
う

れ
し
そ
う
で
し
た
。

絵
本
を
一
緒
に
楽
し
み
ま
し
ょ
う

赤ちゃんは本を見たり聞いたりして楽しみます

　

一
月
十
日
、
町
技
能
者
表
彰
式
を
寒
川
神
社
参
集
殿
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
表
彰
は
、
永
く
同
一
業
種
に
従
事
し
、
技
能
、
技
術
の
錬
磨
や
後
進
の
育
成
な

ど
に
功
績
の
あ
っ
た
人
を
た
た
え
る
も
の
で
す
。

　

被
表
彰
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（　

）
内
は
職
種
、
順
不
同

　

一
月
十
三
日
に

さ
む
か
わ
中
央
公

園
で
消
防
出
初
式

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

消
防
分
団
員
を

始
め
と
す
る
三
百

十
一
名
が
参
加
し
、

町
の
防
災
を
誓
い

ま
し
た
。
式
典
の

後
、
女
性
防
火
ク

ラ
ブ
女
性
消
防
隊
の
消
防
操
法
と
消
防
署
部
隊
に
よ
る
寒
川
総
合
体
育
館
二
階
か
ら
の

火
災
を
想
定
し
、
消
火
と
逃
げ
遅
れ
た
人
の
救
出
訓
練
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

普
段
あ
ま
り
見
る
こ
と
が
な
い
消
火
・
救
助
訓
練
を
大
勢
の
来
場
者
が
見
守
っ
て
い

ま
し
た
。

総
合
体
育
館
サ
ブ
ア
リ
ー
ナ
棟
の
三
階
か
ら
幼
児
人
形

を
抱
い
て
降
下
す
る
消
防
隊
員

災害から
　町民を守る

町
技
能
功
労
者
、優
秀
技
能
者
表
彰
を
受
賞
し
た

皆
さ
ん
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わ
た
し
た
ち
は
毎
週
木
曜
日
の
午
後
、
寒
川
総
合
体
育

館
で
コ
ン
ト
ラ
ク
ト
・
ブ
リ
ッ
ジ
を
楽
し
ん
で
い
る
サ
ー

ク
ル
で
、
現
在
の
会
員
数
は
二
十
人
で
す
。

　

コ
ン
ト
ラ
ク
ト
・
ブ
リ
ッ
ジ
と
は
イ
ギ
リ
ス
発
祥
の

ト
ラ
ン
プ
ゲ
ー
ム
の
一
つ
で
、
ト
ラ
ン
プ
を
使
っ
て
行
う

ゲ
ー
ム
の
中
で
も
っ
と
も
競
技
人
口
が
多
い
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
紳
士
淑
女
が
た
し
な
む
知
的
な
ゲ
ー
ム
で
、
勝

敗
よ
り
も
エ
チ
ケ
ッ
ト
が
最
優
先
で
す
。

　

ゲ
ー
ム
は
四
人
で
行
い
、
そ
れ
ぞ
れ
ペ
ア
を
組
ん
で
勝

負
し
ま
す
。
所
要
時
間
は
十
分
程
度
と
大
変
手
軽
に
行
え

ま
す
。
最
初
は
ル
ー
ル
が
少
し
難
し
い
で
す
が
、
あ
る
程

度
覚
え
る
と
楽
し
さ
は
格
別
で
す
。
初
心
者
で
も
、
先
生

が
丁
寧
に
基
本
か
ら
教
え
て
く
れ
ま
す
。

　

頭
を
使
う
ゲ
ー
ム
で
す
の
で
、
体
力
、
年
齢
な
ど
に
関

係
な
く
楽
し
め
ま
す
。
興
味
の
あ
る
人
は
ぜ
ひ
一
度
見
学

に
き
て
く
だ
さ
い
。

斎
藤　

（
７
４
）
３
４
１
９

コントラクト・
ブリッジ・サークル

多くの会員が楽しんでいます

　

十
一
月
十
八
日
か
ら
十
二
月
二
十
三
日
の
毎

週
土
曜
日
に
さ
む
か
わ
庭
球
場
で
初
心
者
硬
式

テ
ニ
ス
教
室
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

教
室
は
町
テ
ニ
ス
協
会
会

員
が
講
師
を
務
め
、
初
心
者

ク
ラ
ス
、
初
中
級
者
ク
ラ
ス

に
分
か
れ
行
い
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
二
十
六
人
は
冬

の
寒
さ
に
負
け
る
こ
と
な
く
、

右
へ
左
へ
と
ボ
ー
ル
を
追
い

か
け
て
い
ま
し
た
。

す
が
す
が
し
い
汗
を
流
し
ま
し
た

初
心
者
硬
式
テ
ニ
ス
教
室

　

一
月
五
日
に
寒
川
町
公
民
館
、
北
部
・
南
部
文
化
福
祉
会
館
の
三
館

で
小
・
中
学
生
の
書
き
初
め
大
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
あ
い
に
く
の
曇
り
で
寒
か
っ
た
も
の
の
、
三
館
合
わ
せ
て

九
十
九
人
の
参
加
が
あ
り
、
平
成
二
十
年
の
意
気
込
み
が
感
じ
ら
れ
ま

し
た
。

　

こ
の
大
会
で
は
「
あ
お
い
山
」
や
「
難
問
解
決
」
な
ど
学
年
ご
と
に

出
さ
れ
た
課
題
を
本
書
用
三
枚
に
書
き
、
自
信
作
を
提
出
し
ま
す
。

　

ま
た
毎
年
、
書
道
連
盟
の
人
た
ち
が
参
加
者
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
や
そ

れ
ぞ
れ
の
書
の
評
価
を
お
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
各
館
で
公
民
館
長
賞
と
書
道
連
盟
賞
が
そ
れ
ぞ
れ
一
点
。
全

体
で
金
賞
五
点
、
銀
賞
十
六
点
、
銅
賞
二
十
七
点
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

新
年
の
初
め
に
心
を
落
ち
着
か
せ
て

書
き
初
め
大
会

　

一
月
八
日
に
武
佐
弓
神
事
が

寒
川
神
社
内
庭
で
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

こ
の
神
事
は
直
径
百
三
十
セ

ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
的
の
中
央
に

描
か
れ
た
変
形
の
鬼
字
を
目
が

け
、
神
職
二
人
が
放
っ
た
矢
の
当
た
り
具
合
で
一

年
の
吉
凶
を
占
い
ま
す
。
今
年
は
「
景
気
の
低
迷

す
る
中
で
一
人
一
人
が
良
く
な
る
よ
う
に
気
持
ち

を
高
め
努
力
す
る
こ
と
が
肝
要
」
と
出
ま
し
た
。

　

ま
た
的
の
両
脇
に
つ
る
さ
れ
た
麻
は
安
産
、
建

築
の
お
守
り
と
し
て
も
有
名
で
神
事
終
了
後
に
は

参
拝
者
た
ち
に
配
ら
れ
ま
し
た
。

今
年
の
吉
凶
は

武
佐
弓
神
事

寒
川
町
公
民
館
に
は
三
十
九
人
が

集
ま
り
ま
し
た

的を狙う神職

ボレー練習をする参加者
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お
子
さ
ん
の
い
る
家
庭
で
あ
れ
ば
子

ど
も
が
急
に
熱
を
出
し
て
ビ
ッ
ク
リ
と

い
う
こ
と
を
一
度
は
体
験
し
て
い
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

初
め
て
の
子
ど
も
だ
っ
た
り
、
ま
だ

赤
ち
ゃ
ん
だ
っ
た
り
す
る
と
、
病
院
に

行
っ
た
方
が
良
い
の
か
判
断
に
困
る
こ

と
が
多
い
よ
う
で
す
。

　

夜
間
救
急
の
受
診
で
は
、
高
熱
に
驚

い
て
、
と
い
う
理
由
が
多
い
そ
う
で
す
。

熱
が
高
い
と
脳
に
異
常
を
き
た
す
の
で

は
な
い
か
と
不
安
に
な
る
保
護
者
も
多

い
よ
う
で
す
が
、
発
熱
は
体
に
入
っ
た

細
菌
や
ウ
イ
ル
ス
と
戦
う
体
の
反
応
で

す
。
ま
ず
は
大
人
が
落
ち
着
き
、
子
ど

も
の
状
態
を
し
っ
か
り
と
把
握
す
る
こ

と
が
大
切
で
す
。

　

一
般
に
発
熱
、
嘔お
う

吐と

、
下
痢
な
ど
の

症
状
が
あ
っ
て
も
、
機
嫌
が
良
く
食
欲

の
あ
る
と
き
は
、
あ
ま
り
心
配
は
い
り

ま
せ
ん
。
た
だ
夜
間
に
症
状
が
悪
化
す

る
場
合
も
あ
る
の
で
、
診
療
時
間
内
で

あ
れ
ば
一
度
受
診
す
る
と
安
心
し
て
夜

を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
子
ど
も

の
様
子
を
普
段
か
ら
知
っ
て
い
る
か
か

り
つ
け
医
の
小
児
科
の
受
診
が
一
番
お

勧
め
で
す
。

　

水
分
を
受
け
付
け
な
い
、
意
識
が
も

う
ろ
う
と
し
て
い
る
（
眠
い
の
で
は
な

く
）
、
ぐ
っ
た
り
し
て
い
る
、
な
ど
と

い
う
と
き
は
夜
間
で
も
受
診
が
必
要
で

す
。

　

水
分
は
摂
れ
る
が
、機
嫌
が
悪
く
、

ず
っ
と
ぐ
ず
っ
て
い
る
。ご
ろ
ご
ろ
し
て
い

て
元
気
が
な
い
。そ
ん
な
と
き
は
診
療
時

間
内
で
あ
れ
ば
受
診
し
、夜
間
な
ら
朝
ま

で
様
子
を
み
て
く
だ
さ
い
。

　

そ
う
は
い
っ
て
も
、
夜
間
は
保
護
者

の
不
安
も
強
く
な
り
ま
す
。
自
信
の
な

い
時
は
「
か
な
が
わ
小
児
救
急
ダ
イ
ヤ

ル
」
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。
夜
間
、
子

ど
も
の
急
な
体
調
の
変
化
や
症
状
に
つ

い
て
、
す
ぐ
に
医
療
機
関
を
受
診
さ
せ

る
か
判
断
に
迷
っ
た
と
き
に
、
専
門
の

相
談
員
が
必
要
な
助
言
を
し
て
く
れ
ま

す
。

か
な
が
わ
小
児
救
急
ダ
イ
ヤ
ル

電
話
番
号　

＃
８
０
０
０
ま
た
は

　

０
４
５
（
７
２
２
）
８
０
０
０

受
付
時
間　

午
後
六
時
〜
十
時

健
康
課

内
線
１
６
２
健
康
づ
く
り

担
当
FAX
（
７
４
）
５
６
１
３

「安全対策費」を確保しよう
　さて、あまり耳にしない言葉が飛び
出してきました。
　衣・食・住の必要不可欠な予算と共
に確保して欲しい家族や職場を守るた
めの費用のことです。つまり「家の窓にドアセンサーを
取り付け補強する」「自宅や事業所入口にセンサーライ
トをつけて周りを明るくする」あるいは「自分や子ども
の自転車に鍵やライトを取り付ける」などといった安全

上の予算です。
　すべてを万全にすることは難
しいかもしれませんが少し節約
して「安全対策費」を捻

ねん

出
しゅつ

し防
衛策をとってみてはいかがです
か。この言葉が定着し一つでも
備えをすることによって安心し、
家族や職場の安全が生まれるこ
とになるでしょう。

防災安全課 内線２５１FAX（７４）９１４１

上
手
な
子
ど
も
の
受
診
の
仕
方

譲ります
▶CDプレーヤー（英語教材CD付）▶スタッド
レスタイヤ（195-65R14、８分山）▶エレクトーン
（ヤマハEL57）▶三輪車▶マウンテンバイク一式
（MTB、ヘルメットほか）

求めます
▶ホットカーペット（２～３畳）▶石油ファン
ヒーター▶倉見幼稚園男児制服（110～120㎝）▶
物置（金属製）▶ベビーベッド

【平成20年1月15日現在】
　不用品の登録や斡

あっせん

旋は窓口、電話でお受けします。
町のホームページにも掲載しています。不用品の取
引は当事者同士の直接交渉となります。登録期間は
３カ月です。
町民課 内線172住民協働担当 FAX（74）5613

⑰
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寒
川
文
書
館
の
閲
覧
コ
ー
ナ
ー
に
は
、

検
索
用
の
パ
ソ
コ
ン
が
三
台
置
か
れ
て

い
ま
す
。
今
回
は
こ
の
パ
ソ
コ
ン
の
使

い
方
を
紹
介
し
ま
す
。

　

左
側
と
中
央
の
二
台
は
、
蔵
書
検
索

と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
兼
用
で
す
。
図

書
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
、
図
書
館

と
文
書
館
の
図
書
資
料
な
ど
あ
わ
せ
て

約
十
五
万
五
千
冊
か
ら
欲
し
い
本
を
探

す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
欲
し
い
本
が
見

つ
か
っ
た
ら
、
そ
の
本
が
置
い
て
あ
る

本
棚
の
配
置
図
を
表
示
す
る
こ
と
が
で

き
る
の
で
、
欲
し
い
本
に
簡
単
に
た
ど

り
着
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て

さ
ま
ざ
ま
な
調
べ
も
の
に
使
う
こ
と
も

で
き
ま
す
。
一
人
当
た
り
三
十
分
程
度

が
目
安
で
す
の
で
、
譲
り
合
っ
て
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

　

右
側
の
一
台
は
文
書
館
資
料
検
索
用

で
、
古
文
書
用
の
検
索
画
面
と
写
真
・

新
聞
・
地
図
用
の
検
索
画
面
が
あ
り
ま

す
。

　

古
文
書
用
で
検
索
で
き
る
の
は
、
江

戸
時
代
か
ら
昭
和
戦
後
に
至
る
ま
で
の

個
人
蔵
の
記
録
資
料
約
二
万
三
千
点

で
、
キ
ー
ワ
ー
ド
欄
な
ど
に
調
べ
た
い

単
語
を
入
れ
て
、
絞
り
込
ん
で
い
き
ま

す
。
閲
覧
し
た
い
資
料
が
見
つ
か
っ
た

ら
、
そ
の
ま
ま
閲
覧
の
申
し
込
み
を
し

て
く
だ
さ
い
。
写
真
版
を
用
意
し
ま
す
。

　

ま
た
一
部
の
資
料
は
、
画
面
で
写
真

版
が
閲
覧
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

す
。

　

写
真
・
新
聞
・
地
図
用
の
画
面
で
は
、

役
場
の
各
課
や
個
人
が
撮
っ
た
写
真
、

神
奈
川
新
聞
や
広
報
さ
む
か
わ
の
記
事
、

地
形
図
や
都
市
計
画
図
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
資
料
が
検
索
で
き
る
ほ
か
、
写
真

の
一
部
は
そ
の
ま
ま
画
面
で
閲
覧
で
き

る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ど
ち
ら
も

詳
し
い
使
い

方
は
、
文
書

館
の
職
員
に

お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

寒
川
文
書
館

（
７
５
）
３
６
９
１

FAX
（
７
５
）
３
７
５
８

http://w
w
w
.lib-arc.

sam
ukaw

a.kanagaw
a.

jp

パソコンが３台並ぶ閲覧コーナー

文　新井　満
絵　佐竹　美保
出版社　理論社

絵本　千の風になって
I am thousand winds

注目の一冊

図書館　文書館

3,037人 108.5人/日
（前月比 2.9 人 / 日増）

3,378人 120.6人/日
（前月比 1.5 人 / 日減）

12月の

コミュニティバス

利用状況

テレホンサービス
　行政ミニ情報　 （７４）１０１０
　テレホン童話　 （７４）１０１４
　今月の童話は「どろんこハリー」です。

きらめきさむかわ　（ラジオ）
　レディオ湘南（83.1メガヘルツ）で町の情報を放送して
います。

放送日 毎週月曜日　９：00～９：30

再放送 毎週水曜日　20：30～ 21：00

輝け　さむかわ　（ケーブルテレビ）
　ジェイコム湘南のJ:COMチャンネル（デジタル
112ch、アナログ2ch）で、町の紹介をしています。
　今月は「まち探訪シリーズ④～一之宮地区その１～」です。

放送日 ２月11日（月）～23日（土）

８：30～８：45　　12：00～12：15

17：00～17：15　　23：00～23：15

　昨年10月７日のふれあい・スポー
ツ・健康まつりで披露した健康体操の
名称は何に決定したでしょう。
① さむかわ　uki uki　体操
② さむかわ　doki doki　体操
③ さむかわ　waku waku　体操

　12月１日から地域の相談役となる民生委員児童委員は
全員で68人です。正解は①でした。
　正解者の中から抽選で次の人に記念品をお送りします。
柳川爽達さん（中瀬）／高梨ひでさん（岡田）／杉原代美
子さん（一之宮）
　ご応募ありがとうございました。

　　　　　　　はがきに２月号の答えを書いて２月13日
（水）までに〒253－0196寒川町役場広報情報課クイズさ
むかわ係へお送りください。

パ
ソ
コ
ン
で
資
料
を
探
す

町 の 情 報 ・ 紹 介

　大切な人を亡くしたときに悲しみを癒してくれるのは…。作家で作詞
作曲家の新井満さんが、原題のないわずか12行の英語の詩の不明とさ
れている作者像を推理し、ひとつの物語としてまとめたものをさらに絵
本として出版したものです。巻頭には英語の原詩も収録されています。
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ち
び
っ
こ
絵
画
教
室

　

パ
ス
テ
ル
を
使
っ
て
絵
を
描
い

て
み
よ
う
。

と
き　

２
月
23
日
（
土
）
午
後
２

時
か
ら

と
こ
ろ　

南
部
文
化
福
祉
会
館

対
象　

幼
児
〜
小
学
生　

20
人
／

先
着
順

申
し
込
み　

２
月
15
日
（
金
）
午

前
９
時
か
ら
同
館
へ
電
話
か
直
接

南
部
文
化
福
祉
会
館
（
７
５
）

０
２
８
１
FAX
（
７
５
）
１
７
７
７

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
講
習
会

　

親
子
で
楽
し
め
る
上
手
な
絵
本

の
読
み
聞
か
せ
方
や
選
び
方
に
つ

い
て
学
び
ま
す
。

と
き　

３
月
４
日
（
火
）
午
前
10

時
〜
正
午

と
こ
ろ　

南
部
文
化
福
祉
会
館

対
象　

町
内
在
住
か
在
勤
の
人　

20
人
／
先
着
順

講
師　

荒
川
薫
さ
ん　

童
話
作
家

持
ち
物　

筆
記
用
具

申
し
込
み　

２
月
15
日
（
金
）
か

ら
同
館
へ
電
話
か
直
接

南
部
文
化
福
祉
会
館
（
７
５
）

０
２
８
１
FAX
（
７
５
）
１
７
７
７

こ
ん
に
ゃ
く
作
り
教
室

　

手
作
り
こ
ん
に
ゃ
く
を
作
っ
て

み
ま
せ
ん
か
。

と
き　

３
月
１
日
（
土
）
午
前
９

時
〜
正
午

と
こ
ろ　

町
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

対
象　

町
内
在
住
の
小
学
生
と
そ

の
親　

10
組
／
抽
選

講
師　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

会
員

費
用　

５
０
０
円
（
材
料
費
等
）

申
し
込
み　

２
月
20
日
（
水
）
ま

で
に
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
へ

電
話
で

（社）
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

（
７
４
）
７
６
２
２
FAX
（
７
３
）

０
０
３
３

竹
玩
具
作
り
教
室

　

竹
を
使
っ
て
昔
な
が
ら
の
お
も

ち
ゃ
を
つ
く
っ
て
遊
び
ま
せ
ん
か
。

と
き　

２
月
23
日
（
土
）
午
前
９

時
30
分
〜
正
午

と
こ
ろ　

町
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

対
象　

町
内
在
住
の
小
学
生
と
そ

の
親　

10
組
／
抽
選

講
師　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

●お問い合わせ先が役場の場合、役場の電話番号は省略してあ
ります。

●申し込みの時間は、特に記載のない場合午前８時30分から午
後５時までです。

●申し込み方法の記載がない場合は原則当日受け付けです。

●役場あて郵便物に個別郵便番号を記載すれば役場の住所はい
りません。

会
員

費
用　

５
０
０
円
（
材
料
費
等
）

申
し
込
み　

２
月
15
日
（
金
）
ま

で
に
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
へ

電
話
で

（社）
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

（
７
４
）
７
６
２
２
FAX
（
７
３
）

０
０
３
３

団
塊
の
世
代
応
援
講
座

竹
と
ん
ぼ
の
先
生
に
な
ろ
う
教
室

　

ナ
イ
フ
を
使
わ
ず
火
で
あ
ぶ
っ

て
作
る
良
く
飛
ぶ
竹
と
ん
ぼ
づ
く

り
の
先
生
を
目
指
し
ま
せ
ん
か
。

と
き　

３
月
９
日
（
日
）
午
前
10

時
〜
午
後
零
時
30
分

と
こ
ろ　

町
立
南
小
学
校

対
象　

町
内
在
住
か
在
勤
ま
た
は

在
学
の
高
校
生
以
上
の
人　

30
人
／

抽
選

講
師　

堀
池
喜
一
郎
さ
ん　

ど
こ

竹
@
ど
こ
竹
教
室
代
表
幹
事　

ほ
か

費
用　

２
０
０
円
（
材
料
費
）

持
ち
物　

室
内
履
き
、
汚
れ
て
も

良
い
服
装
で

申
し
込
み　

２
月
１
日
（
金
）
か

ら
21
日
（
木
）
ま
で
の
間
に
生
涯

学
習
課
へ
電
話
か
直
接
ま
た
は

フ
ァ
ク
ス
で

生
涯
学
習
課

内
線
５
３
１
生

涯
学
習
担
当
FAX（
７
５
）９
９
０
７

　食品の安全性への信頼を損なう事件が頻発してい
る今だからこそ、食について改めて考えてみませんか。

とき 内　容

2/16（土）食事バランスガイドを活用してみましょう

2/23（土）グルメとマスコミの功罪

3/1（土） 本物の食べ物を

3/8（土） エコクッキング（環境にやさしい食を考える）

時間　午後２時～４時
ところ　町民センター
定員　30人／先着順
講師　坪井順一さん　文教大学教授　ほか
申し込み　２月１日（金）から生涯学習課へ電話か
直接
生涯学習課 内線５３４生涯学習担当FAX(７５)

９９０７

　　文教大学出張講座　食の問題について
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ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
体
験
講
習
会

　

ド
ッ
ジ
ビ
ー
を
体
験
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

と
き　

２
月
16
日
、
３
月
１
日
の

土
曜
日　

午
前
９
時
30
分
〜
正
午

と
こ
ろ　

寒
川
総
合
体
育
館

持
ち
物　

室
内
シ
ュ
ー
ズ
、
飲
み

物
、
運
動
の
で
き
る
服
装
で

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

内
線
５
４

２
FAX
（
７
５
）
９
９
０
７

造
園
ア
シ
ス
タ
ン
ト
講
習
会

と
き　

３
月
４
日
（
火
）
〜
13
日

（
木
）（
８
日
〜
10
日
は
除
く
、全
７

回
）
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時

と
こ
ろ　

藤
沢
市
長
久
保
公
園
都

市
緑
化
植
物
園
（
藤
沢
市
辻
堂
大

平
台
２
ノ
13
ノ
35
）

対
象　

町
内
、
茅
ヶ
崎
市
、
藤
沢

市
、
鎌
倉
市
在
住
で
３
月
４
日
現

在
の
年
齢
が
60
〜
65
歳
の
再
就
職

希
望
者　

25
人
／
抽
選

申
し
込
み　

２
月
20
日
（
水
）
ま

で
に
、
往
復
は
が
き
の
往
信
側
裏

面
に
講
習
名
、
住
所
、
氏
名
、
郵

便
番
号
、
年
齢
、
性
別
、
電
話
番

号
、
応
募
の
理
由
を
記
入
し
て

〒
２
３
１
＝
０
０
２
６
横
浜
市
中

区
寿
町
１
ノ
４　

神
奈
川
労
働
プ

ラ
ザ
６
階
（社）
神
奈
川
県
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会
へ
郵
送
で

（社）
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

連
合
会

０
４
５
（
６
３
３
）

５
４
３
２

お
は
な
し
広
場

　

紙
芝
居
や
絵
本
の
読
み
聞
か
せ

を
し
ま
す
。

と
き　

●
２
月
８
日
（
金
）
午
前

10
時
30
分
〜
11
時
15
分
（
幼
児
向

け
）
●
23
日
（
土
）
午
後
１
時
30

分
〜
２
時
（
小
学
生
向
け
）

と
こ
ろ　

南
部
文
化
福
祉
会
館

南
部
文
化
福
祉
会
館
（
７
５
）

０
２
８
１
FAX
（
７
５
）
１
７
７
７

人
権
啓
発
展
示
会

　

県
人
権
・
同
和
教
育
推
進
県
市
町

村
教
育
委
員
会
連
絡
会
に
よ
る
各
界

著
名
人
の
直
筆
人
権
メ
ッ
セ
ー
ジ
パ

ネ
ル
の
展
示
な
ど
を
行
い
ま
す
。

と
き　

２
月
19
日
（
火
）
〜
29
日

（
金
）
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

（
初
日
は
午
前
11
時
か
ら
、
最
終

日
は
午
後
３
時
ま
で
）

と
こ
ろ　

町
民
セ
ン
タ
ー

教
育
総
務
課

内
線
５
１
３

FAX
（
７
５
）
９
９
０
７

野
鳥
観
察
会

　

目
久
尻
川
を
歩
き
な
が
ら
、冬
の

野
鳥
の
観
察
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

と
き　

２
月
23
日
（
土
）

集
合
時
間
・
場
所　

午
前
８
時
40

分　

町
役
場
東
分
庁
舎
前

コ
ー
ス　

町
役
場
〜
目
久
尻
川
・

い
こ
い
橋
〜
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
横

親
水
護
岸
（
解
散
）

※
解
散
場
所
か
ら
は
町
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
が
利
用
で
き
ま
す
。

対
象　

町
内
在
住
か
在
勤
ま
た
は

在
学
の
人　

25
人
／
先
着
順
（
小

学
３
年
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）

持
ち
物　

飲
み
物
、
双
眼
鏡
、
寒

さ
対
策
を
十
分
に
し
た
歩
き
や
す

い
服
装
で

申
し
込
み　

２
月
８
日
（
金
）
か

ら
19
日
（
火
）
ま
で
の
間
に
環
境

課
へ
電
話
か
直
接

環
境
課

内
線
４
２
１
環
境
保

全
担
当
FAX
（
７
４
）
１
３
８
５

史
跡
・
農
産
物
収
穫
ウ
オ
ー
ク

　

町
に
多
く
残
る
史
跡
や
文
化
財

の
見
学
、
農
産
物
の
収
穫
体
験
を

し
よ
う
。

と
き　

３
月
９
日（
日
）雨
天
中
止

集
合
時
間
・
場
所　

午
前
９
時　

Ｊ
Ｒ
寒
川
駅
北
口

コ
ー
ス　

Ｊ
Ｒ
寒
川
駅
〜
大
神
塚
〜

塔
の
塚
〜
信
玄
芝
原
〜
寒
川
神
社
〜

青
木
農
園（
ス
イ
ー
ト
ピ
ー
収
穫
）〜

Ｊ
Ｒ
宮
山
駅

定
員　

１
０
０
人
／
抽
選

費
用　

大
人　

１
０
０
０
円
、小
学

生
以
下　

５
０
０
円（
当
日
集
金
）

持
ち
物　

健
康
保
険
証
の
写
し
、

タ
オ
ル
、
軍
手
、
収
穫
物
を
入
れ

る
物
、
雨
具

申
し
込
み　

往
復
は
が
き
に
「
農

産
物
収
穫
ウ
オ
ー
ク
」
、
参
加
希

望
者
全
員
の
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

代
表
者
の
電
話
番
号
を
記
入
し

て
、
２
月
８
日
（
金
）
か
ら
29
日

（
金
）
ま
で
の
間
に
〒
２
５
３
＝

０
１
０
６
寒
川
町
宮
山
１
４
１
ノ

１　

町
観
光
協
会
へ
郵
送
で
（
締

め
切
り
日
必
着
）

町
観
光
協
会

（
７
５
）
９
０

５
１
FAX
（
７
２
）
１
２
２
４

町
民
健
康
マ
ラ
ソ
ン
大
会

と
き　

３
月
９
日
（
日
）
午
前
10

時
開
会　

雨
天
中
止

と
こ
ろ　

さ
む
か
わ
中
央
公
園

対
象　

町
内
在
住
か
在
勤
ま
た
は

在
学
の
人

内
容　

●
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
部
、
小

学
４
年
生
以
下
の
部
、
小
学
５
年

生
以
上
の
部　

１
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

●
中
学
生
・
高
校
生
・
一
般
女
子

の
部　

２
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
●
中
学

生
男
子
の
部
、
高
校
生
・
一
般
男

子
の
部　

３
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

※
フ
ァ
ミ
リ
ー
は
小
学
４
年
生
以

下
と
保
護
者
で
５
人
以
内
１
組
。

申
し
込
み　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
に

あ
る
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入

し
て
、
３
月
３
日
（
月
）
ま
で
に
同

課
か
町
陸
上
競
技
協
会
事
務
局
ま

で
郵
送
か
フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
直
接

〒
２
５
３
＝
０
１
０
３
寒
川
町

小
谷
１
ノ
12
ノ
34
寒
川
町
陸
上
競

技
協
会
事
務
局　

西
山

・
FAX

（
７
５
）
７
４
８
７

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

内
線
５
４

１
FAX
（
７
５
）
９
９
０
７

湘
南
温
室
組
合
花
き
持
寄
品
評
会

　

寒
川
、
海
老
名
、
藤
沢
、
座
間

で
生
産
さ
れ
た
切
り
花
、
鉢
物
の

品
評
会
を
開
催
し
ま
す
。

審
査　

２
月
20
日
（
水
）
午
後
１

時
か
ら

一
般
公
開　

２
月
20
日
（
水
）
〜

22
日
（
金
）
午
前
９
時
〜
午
後
５

時
（
20
日
は
審
査
終
了
後
か
ら
、

22
日
は
正
午
ま
で
）

と
こ
ろ　

寒
川
総
合
体
育
館

産
業
振
興
課

内
線
２
８
２

農
政
担
当
FAX
（
７
４
）
２
８
３
３
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展
示
作
業
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
き　

２
月
27
日
（
水
）、
28
日

（
木
）、３
月
１
日（
土
）午
後
１
時
〜

５
時
の
う
ち
都
合
の
良
い
時
間

と
こ
ろ　

寒
川
文
書
館

内
容　

３
月
２
日
か
ら
開
催
予
定

の
企
画
展
「
１
０
０
年
前
の
発
掘

調
査
記
録
資
料
に
み
る
大
神
塚
」

の
パ
ネ
ル
作
成
、
展
示
替
え
作
業

な
ど

申
し
込
み　

２
月
22
日
（
金
）
ま

で
に
同
館
へ
電
話
か
直
接
ま
た
は

フ
ァ
ク
ス
で

寒
川
文
書
館

（
７
５
）
３
６

９
１
FAX
（
７
５
）
３
７
５
８

広
報
モ
ニ
タ
ー

　

毎
月
発
行
し
て
い
る
広
報
さ
む

か
わ
や
町
の
広
報
番
組
（
Ｆ
Ｍ
ラ

ジ
オ
・
き
ら
め
き
さ
む
か
わ
、ケ
ー

ブ
ル
テ
レ
ビ
・
輝
け
！
さ
む
か

わ
）
の
モ
ニ
タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
人
数　

10
人
以
内

応
募
資
格　

町
内
在
住
か
在
勤
の

満
16
歳
以
上
で
毎
月
の
モ
ニ
タ
ー

報
告
書
の
提
出
お
よ
び
年
２
回
程

度
の
平
日
昼
間
の
会
議
に
参
加
で

き
る
人
（
公
務
員
、
公
職
に
あ
る

人
は
除
く
）

任
期　

４
月
１
日
〜
平
成
22
年
３

月
31
日

応
募
方
法　

広
報
情
報
課
、
役
場

１
階
案
内
、
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
、

各
公
民
館
等
、
寒
川
総
合
図
書
館
、

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
る
応
募
用

紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
３
月

14
日（
金
）ま
で
に
同
課
へ
直
接
ま

た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で

選
考
方
法　

応
募
用
紙
に
よ
り
選
考

広
報
情
報
課

内
線
２
２
２
広

報
統
計
担
当
FAX（
７
４
）９
１
４
１

ko
h
o
@
to
w
n
.sa
m
u
ka
w
a
.

ka
n
a
g
a
w
a
.jp

町
奨
学
生

　

４
月
か
ら
高
等
学
校
（
通
信
教

育
を
除
く
）
、
高
等
専
門
学
校
へ

就
学
し
た
い
が
、
経
済
的
に
就
学

が
困
難
な
人
に
奨
学
金
を
無
利
子

で
貸
与
し
ま
す
。

貸
与
金
額　

月
額
１
万
３
０
０
０
円

申
し
込
み　

３
月
３
日
（
月
）
ま

で
に
所
定
の
願
書
を
在
籍
す
る
町

立
各
中
学
校
へ
提
出
（
学
校
長
の

推
薦
が
必
要
）

教
育
総
務
課

内
線
５
１
３

FAX
（
７
５
）
９
９
０
７

生
き
が
い
農
園
利
用
者

利
用
期
間　

４
月
１
日
〜
平
成
21

年
３
月
31
日

と
こ
ろ　

一
之
宮
９
丁
目
８
９
５

番
地
（
南
小
学
校
北
側
）

利
用
面
積　

１
区
画
当
た
り
約
16

平
方
メ
ー
ト
ル

区
画
数　

18
区
画

対
象　

町
内
在
住
の
４
月
１
日
時

点
で
60
歳
以
上
の
農
作
業
が
で
き

る
人
で
、
ほ
か
に
耕
作
（
町
家
庭

菜
園
を
含
む
）
を
し
て
い
な
い
人

申
し
込
み　

２
月
４
日
（
月
）
か

ら
14
日
（
木
）
ま
で
の
間
に
高
齢

介
護
課
へ
直
接

〈
抽
選
会
〉

と
き　

２
月
20
日
（
水
）
午
前
10

時
か
ら

と
こ
ろ　

町
民
セ
ン
タ
ー

※
抽
選
会
欠
席
の
場
合
は
申
し
込

み
無
効
、
代
理
出
席
可
。

高
齢
介
護
課

内
線
１
５
６
高

齢
福
祉
担
当
FAX（
７
４
）５
６
１
３

町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
会
員

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
、

60
歳
以
上
の
健
康
で
働
く
意
欲
の

あ
る
人
を
会
員
と
し
、
一
般
家
庭

や
企
業
な
ど
か
ら
の
仕
事
を
行
っ

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

主
な
仕
事　

●
植
木
の
剪せ

ん

定て
い

や
ふ

す
ま
の
張
り
替
え
な
ど
●
マ
ン

シ
ョ
ン
の
清
掃
な
ど
●
施
設
の
受

け
付
け
業
務
な
ど
●
各
種
包
装
な

ど
●
パ
ソ
コ
ン
教
室
の
指
導
な
ど

対
象　

町
内
在
住
の
60
歳
以
上
で

働
く
意
欲
が
あ
り
、
同
セ
ン
タ
ー

の
目
的
趣
旨
に
賛
同
し
て
い
る
人

費
用　

１
０
０
０
円（
年
度
会
費
）

〈
入
会
説
明
会
〉

　

セ
ン
タ
ー
に
入
会
す
る
た
め
の

説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

と
き　

２
月
21
日
（
木
）
午
前
10

時
〜
正
午

と
こ
ろ　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

事
務
所（
町
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
）

（社）
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

（
７
４
）
７
６
２
２
FAX
（
７
３
）

０
０
３
３

ゆ
め
ク
ラ
ブ
寒
川
会
員

　

地
域
の
仲
間
と
共
同
し
て
、
自

主
的
に
行
う
さ
ま
ざ
ま
な
ク
ラ
ブ

活
動
を
通
じ
て
、
高
齢
者
の
仲
間

づ
く
り
、
生
き
が
い
と
健
康
づ
く

り
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

健
康
体
操
教
室
、
カ
ラ
オ
ケ
、

社
会
奉
仕
活
動
、
ス
ポ
ー
ツ
、
学

習
な
ど
仲
間
と
一
緒
に
楽
し
ん
で

み
ま
せ
ん
か
。
加
入
希
望
者
は
老

人
ク
ラ
ブ
連
合
会
へ
電
話
で

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
事
務
局

（
７
４
）
７
７
１
５

神奈川県最低賃金改正
　県内の事業所で働くすべての労働者に適用され
ます。
神奈川県最低賃金　736円（時間額）
効力発生日　平成19年10月19日

産　　業
最低賃金
(時間額)

効力発生日

塗料製造業 ８４３円 

平成19年
12月20日

鉄鋼業 ８３０円

非鉄金属・同合金圧延業、電
線・ケーブル製造業 ７９９円

ボイラ・原動機、建設機械・
鉱山機械、金属加工機械、一
般産業用機械・装置製造業

８２４円 

電気機械器具、情報通信機械
器具、電子部品・デバイス製
造業

８１３円

輸送用機械器具製造業 ８１８円

自動車小売業 ８１５円

神奈川労働局賃金課 ０４５（２１１）
７３５４
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税
務
申
告
は

公
共
交
通
機
関
で

　

藤
沢
市
役
所
東
側
の
朝
日
町

駐
車
場
は
、
例
年
２
・
３
月
は

満
車
状
態
と
な
り
周
辺
道
路
が

渋
滞
し
ま
す
。
こ
の
た
め
税
務

申
告
に
は
、
公
共
交
通
機
関
の

利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

藤
沢
市
役
所
管
財
課

０
４

６
６
（
２
５
）
１
１
１
１
内
線

２
３
７
２
庁
務
担
当
FAX
０
４
６

６
（
５
０
）
８
４
０
６

筆
供
養

　

皆
さ
ん
が
使
い
古
し
た
毛
筆
、

鉛
筆
等
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
一

緒
に
供
養
し
ま
す
。

と
き　

２
月
16
日
（
土
）
午
前
11

時
か
ら

※
荒
天
、
雨
天
時
は
２
月
24
日

（
日
）
に
延
期
。

と
こ
ろ　

一
之
宮
天
満
宮
（
一
之

宮
歩
道
橋
そ
ば
）

※
受
験
合
格
祈
願
の
小
筆
を
差
し

上
げ
ま
す
。

寒
川
書
道
連
盟　

増
島

（
７

５
）
３
９
２
０

　

広
報
さ
む
か
わ
お
知
ら
せ
版
1

月
号
６
㌻
夜
間
・
休
日
当
番
医
の

２
月
10
日
は
「
神
部
医
院

（
７

４
）５
０
０
０
」、２
月
11
日
は「
広

田
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

（
７
４
）

２
２
３
１
」
の
誤
り
で
し
た
。

　

お
わ
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

２月　省エネルギー月間
１日㈮ 年金出張相談／リトミック教室／食生活改善推進講座

２日㈯
メンズクッキング教室／おはなし図書館／こども囲碁・将棋教
室／自分だけのうさぎのマスコットを作ろう／おはなし会(総
合図書館)／こども映画会

３日㈰ ジュニア料理教室／寒川神社節分祭

４日㈪ 子育て広場

５日㈫ 1歳６か月児健康診査

６日㈬ 三税(所得税・事業税・住民税)共同申告会[～７日]／がん集団
検診／機能訓練からだ

７日㈭ ７か月児健康相談／ヘルスアップセミナー

８日㈮ 母親教室／機能訓練ことば／おはなし広場「絵本の読み聞かせ
会」

９日㈯ 子ども議会／百人一首かるた教室／おはなし会(総合図書館）／
工作教室／ちびっこクッキング教室

10日㈰ 市町村対抗かながわ駅伝競走大会／南部生涯学習バドミントン
教室

11日㈪  建国記念の日

12日㈫

13日㈬ がん集団検診

14日㈭ あそびの広場／ヘルスアップセミナー／家庭菜園抽選会（岡田、
小谷、倉見）

15日㈮ 母親教室／家庭菜園抽選会（一之宮第３、第４）

16日㈯
公民館まつり(寒川町公民館)／町地域福祉フォーラム／おは
なし図書館／こども囲碁・将棋教室／文教大学出張講座①／
ニュースポーツ体験講習会／おはなし会(総合図書館)

17日㈰ 公民館まつり(寒川町公民館)

18日㈪ 国保夜間納付相談[～22日]

19日㈫ こどもの心の相談／３歳６か月児健康診査

20日㈬ 運動ボランティア体操教室／生きがい農園抽選会

21日㈭ 人権教育連続講座①／アサーティブネスセミナー①

22日㈮ 育児相談／内臓脂肪燃焼セミナー

23日㈯
公民館まつり(北部文化福祉会館)／文教大学出張講座②／パパ
ママ教室/おはなし会(総合図書館)／ちびっこ絵画教室／おは
なし広場「絵本の読み聞かせ会」

24日㈰ 国保休日納付相談／公民館まつり(北部文化福祉会館)／南部生
涯学習バドミントン教室

25日㈪ こどもの心の相談／離乳食講習会

26日㈫ ベビーマッサージ教室

27日㈬

28日㈭ 人権教育連続講座②／アサーティブネスセミナー②

29日㈮ 国民健康保険料、保育料、介護保険料納付期限／食生活改善推進
講座

　12月21に町民センターでミュー
ジックベル講座を開催しました。大
きさで音階をつけているハンドベル
に比べ、ミュージックベルは全ての
ベルの大きさが同じで、簡単に演奏

できる楽器です。
　当日はそれぞれ自分の当番の音のベルを持って、
「もろびとこぞりて」などクリスマスにちなんだ曲
を楽しそうに演奏していました。

　広報の編集作業を行っている
と、日々の流れをとても早く感じま
す。やっと編集が終わって印刷が
始まったころには次の号の編集作
業が始まります。それでも広報の

場合は約１カ月かけて編集を行うのでまだ時間
がありますが、日刊の新聞などになるともっと大
変なんだろうなあと思います。今年は閏

うるう

年
どし

です。
いつもより１日多いはずですがわたしにはあっ
という間に過ぎてしまいそうです。（Ｃ）

そ
の
他

そ
の
他
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冬のお客さん「カモ」の仲間

　カモの仲間は水辺で生活しますが、その多くは、
冬になると北から渡ってきて日本で冬を越す冬鳥
です。寒川の河川にもこの時期、多くのカモが飛
来しています。大きさや羽の色や形などで、いろ
いろな仲間に分けられます。寒さに負けずに、観
察すると面白いことがいろいろ見つかります。
　下の写真のカモはそれぞれ種類が違いますが、
この冬に目久尻川で撮影したものです。
　冬のお客さんが、毎年来られるように、町の自
然を大事にしたいですね。

環境課 内線４２１環境保全担当FAX（７４）１３８５

寒川町食生活改善推進団体　石井 （７５）６３６８

白菜　600g／油揚げ　１枚／ニンニク　１片／パス

タ1.6㎜　360g／水　適量／サラダ油　大さじ１／

しらす　0.5カップ／しょうゆ　大さじ１／塩　少々

（A）サラダ油　大さじ１／塩　大さじ　１

①白菜は長さ10㎝、幅１～２㎝に切る。

②油揚げは油抜きして細切りにする。

③ニンニクは縦に細切りにする。

④パスタはたっぷりの湯に（A）のサラ

ダ油と塩を加えゆでる。

　ゆで上がる数分前に白菜を加える。

⑤フライパンにサラダ油を熱し、油揚げ

を入れてカリカリになるまで炒め、し

らすを加えてさらに炒める。

⑥⑤に水分を切った④を加え、しょうゆ、

塩で味を調える。

作り方

材料　４人分

◆
本
誌
は
資
源
保
護
の
た
め
、
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

しらす・白菜・油揚げ
のパスタ（パスタも和風で）

人　口 4 7 , 5 3 0 人 （ 5 4人減）

世　帯 1 7 , 6 0 7 世帯 （ 3 8世帯減）
（　）内は前月との比較　

１月１日の人口と世帯

●町公式ホームページ
http://www.town.samukawa.kanagawa.jp

●携帯電話用ホームページ
http://www.town.samukawa.kanagawa.jp/mobile/m/index.html

おいしく楽しく健康に

　おじいちゃんおばあちゃんと孫、一家の写真も募集しています。
　写っている人の名前、年齢、住所、応募者の連絡先とコメントを
記入して、広報情報課まで郵送か持参またはメールしてね。
photo@town.samukawa.kanagawa.jp

みんなの写真館

（左）大浦　秋雄さん（倉見）
（中）浦井　萌香ちゃん（３歳）（東京都）
（右）大浦　敏江さん（倉見）

カルガモ（留鳥）コガモ（冬鳥）

ヒドリガモ（冬鳥）  ヨシガモ（冬鳥）

１人分あたり442kcal・塩分1.6ｇ

おじいちゃん、
おばあちゃんに

お祝いしてもらったよ！


